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10月24日（土）～12月24日（木)

「漆うるわし－書写塗・竹田塗・丹波漆－兵庫県下の漆」

☎079-267-0301問

10月10日（土）～11月15日（日）特別展「日本画家・福田眉仙」

☎079-222-2288問姫路市立美術館

秋　　季

特別展示

●好古園

JR山陽本線/山陽新幹線至岡山 至神戸

 十二所前線

国道2号 

兵庫県立歴史博物館●

姫路市立美術館●

日本城郭研究
センター

ループバス停
清水橋（文学館前）

バス停
（市之橋文学館前）
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大
手
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手
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姫路駅
山陽電鉄

●
姫 路 文 学 館

〒670－0021 姫路市山野井町84番地
TEL.079－293－8228
http://www.himejibungakukan.jp/

● JR・山陽電鉄姫路駅より神姫バス９・１０・１７・１８番のりばで乗車６分、「市之橋文学館前」下車、北へ徒歩４分。
● 山陽自動車道姫路東I.C.あるいは姫路西I.C.下車約２０分。 
● 姫路バイパス中地ランプ下車約１５分。

ア
ク
セ
ス

HIMEJI CITY MUSEUM OF LITERATURE

QRを読み込んで簡単アクセス！！
姫路文学館公式アカウントで情報やつぶやきを発信中！

他
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記念イベント

記念講演会
●日時／10月17日（土）13:30～15:00（開場13:00）　●講師／山本欣司氏（武庫川女子大学教授）

●演題／「樋口一葉を読み直す―『たけくらべ』『にごりえ』を中心に」

●定員／定員80人、要申込・9月30日（水）必着

朗読会「樋口一葉『にごりえ』」
●日時／10月31日（土）13:30～15:00（開場13:00）

●出演／音訳ボランティアグループ サークルさえずり　●定員／50人、要申込・10月15日（木）必着

展示解説会
●日時／10月11日（日） ①11:00～12:00 ②14:00～15:00

●講師／当館学芸員　●定員／各回80人（当日先着順）、申込不要

女子高等師範学校卒。日本で初めて貧

困層の子どものための保育施設“二葉

幼稚園”（現在の東京・二葉保育園の前

身）を創設し、近代日本の保育事業に大

きな役割を果たした。

姫路生まれの保育の先駆者

N O G U C H I  Y U K A

野口 幽香

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用等にご協力ください。

●展示室内の混雑を緩和するため、入場制限を行う場合があります。

●駐車場の台数には限りがあります。

　公共交通機関をご利用ください。ご来館の際の注意
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往復ハガキもしくは姫路文学館ホームページ（受講申込フォーム）のいずれかで、

①イベント名、②郵便番号、③住所、④氏名、⑤電話番号を明記して、

姫路文学館（〒670-0021姫路市山野井町84番地）まで

（開場は各回30分前）
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▲歌塾「萩の舎」発会記念

（明治20年2月21日）3列目左から3人目、一葉（14歳）。

12歳で学業を断念した一葉は、中島歌子主宰の萩の舎で

王朝文学や和歌を学び、友人やライバルを得た。
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※いずれも、会場は姫路文学館

　講堂（北館3階）、参加無料
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